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連続雪廷の繋み線に就ての一計算法 5 
以tの計算結果を一般式l亡代入すれば断面変化する場作の水平結構D問題が解決し得られる。
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解 析 的 方 法
第1図の様に任意のη径間連続梁ã:考え， 相隣れる任意。AB， BC径間に就て考えるものと
する。支点Aにゐけるモ{メントをlYlAとし支点Bにゐけるモ{メントをlV[B とし支点Cにた
けるモーメントをl\íc とするo AB， BC径聞をそれぞれl1んとナる。然らばAB径問BC
荏間にそれぞれ1簡の集中荷重P1， Pzをもっ場合lYlA， l\IB， Mc 聞の関係については既に知
られている様!'1:クロベロン定理によりさたの関係がある。
P1αlb1(l1 +α1) ， Pzα2 b2(l2+b2) l\íAl1 +2l\fB (l1十l2)+ Mc l2 =一一一一 一一 +一一 一 一…・・…・・・・・.(l)II l2 
との関係�図的に表現ナれば第1図を参照し(1)式の左辺につき ぞ
してdを経て再び、ο1'1:戻る長さと，。より出発してtを経て再びc E M， 
MAの項はαより出発してるに至る長さ， MB の項はcより出発
A 
に戻る長さの示Ilである。 Mcの項はc'より出発してbに至る長さで
ある。左辺は斯様なものL和である。右辺については例えばP1下
についてはP1下のfより出発し連続保件を考えない支点の方に向
って出発し支点を経て9 !'1:至る長さに， gから荷重下のh!τ至る長
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さを乗じ更にんからtに至る長さを乗じiから点訴を以てjに艮
る長さで除したものである。P2についても同様である。斯様な表現をもっ
てすれば何れも矢印の最後は何れも謹続俵件を考えている支点に集合して
いるものでるるω∞。斯様な着想と重ね合せ法則とを併用すれば第2図
を参照してP=j(めとして興えられる場合にゐけるクロベロン定理は容
易にさたの様l'1:導かれる。
_ ral十九.f(Xl)l\iA1l十2 MBCl1+l2)十McfE-1 1 ぬ(l ーお:1)(1 +xl)dxl 
al 
+ {a2 一色f で2)ー ー ら(lZ-X2)(2l2-xa)dX2・・・ ・…… ・… ・・・・・・・・....…(2)
然らば一般n怪間連続梁にたいてク官ベロン定理は何等の考車:も要せや機械的に次の様に記述
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然ちぽM1...…M叶1はさたの様友行列式の形で整然?とる数学的構成を以て求め得られる。
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ヨたに両端支持梁にて， 支持端にモーメνトを受けている場合 の任意点切 の撲はさたの様に求め得
られる。自Hち右端にモーメントMを受けている場合 の捷δ，/ f土 (5)式の様に， 左端!'C.モ{メント
Mを受けている場合はくの式D様に求め得られる。
Elð，/= 型竺 (l十句)(l一切) …H・H・ -…一...... .…・ ・……一.... ..・H・ -…......…・…. ..・H・ (5)6l 
Elð，.'-型竺(2l一切) (l-n) .... . . ......………... ...…一一……・・・ -…....・H・ . . . .. . .…・ ・ (6)6l 
(5)， (6)式を図式 を以て表現ぜば， 第3図にてMj6('C.先歩モーメントのかLる端αより出発
して右支点を経てるに至る長さと ， bからοに戻る長さを乗じοから点線でdに至る長さで除し
dから求めている点eに至る長さを乗じたものでるる。斯様な図式表現をすれば(6)式は (5)式を
裏返しにしたものでるる。斯様な機械的操作を以て組立てられているから任意点の接は甚だ簡明
連続望号の主主み線に就ての一計算法
イfF7f7jJ
Uf-i 
第 3 図 第 4 図 第 5 図
7 
に記述される ものである。 第5図θ様な両端に1\11， 1\12 l主るモーメント を 受ける場合の 任意点
の捷SJ は (δ)式 (6)式を重ね合わせばよろしい。
]\'[，u ，�， �n � . ]\'[昌旬Elð，，' = ��r-(2l-u)(l-u) + .L'6l�(l+u)(l一切) ・ ・ ・(7)
弐に第 6図のj設な両端支持梁に'"C1箇の集中荷重 Pをもっ場合に必ける
任意点u，zの控九げ，sfは就に弐式の様に求め得られるゆ。
EISf=E土{α(l+ο)uーが} .....・H・....... …・・・……・(8)6l 
Elð." =宝生 以f十α)Z-Z3}…………H・H・-……・…・…(9)61 
(8)， (のの図式表現及び、裏返しの関係，機械的操作による記述について
は師に述べたととろである∞。 第7図の様なp=j(めなる一般荷主:をう
ける場合は (8)又は (のを重ね合わせばよろしいので電所謂機械的操作の重
ね合せでく10)，(Jl)， (12)の様に求め得らるLととも玩に述べたところ
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である∞。 第 7 図
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然らば連続梁の任意経聞にて任意点切の読をSt6とすれば (13)式の様に求め得られる。
ð，，=ðを<' +ð，/' ...……ー・…・・ ・・・…・..……・ …………… ・・………………ぃ・ー・・・ ……(13) 
郎ち連続梁の技み線を求むる演算lま荷重の如何に関せで炉、きれいな一つの機械的操作によりなし
得るというと を意味しているのでるる。
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